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メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上
と
共
生
社
会
の

実
現
を
担
え
る
教
員
養
成
の
推
進

人
間
科
学
部
教
授
　
百
瀬　

容
美
子

「
教
員
に
な
り
た
い
」

学
生
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

経
営
学
部
教
授
　
関
口　

昌
秀

　
今
年
度
よ
り
着
任
い
た
し
ま

し
た
百
瀬
容
美
子
と
申
し
ま

す
。
私
は
、
心
理
臨
床
の
立
場

か
ら
、
人
間
理
解
と
そ
れ
に
応

じ
た
心
理
支
援
法
・
教
育
法
を

追
求
し
て
き
ま
し
た
。
心
（
感

情
、
思
考
、
認
知
方
略
な
ど
）

と
動
作
遂
行 

（
日
常
動
作
、
机

　
神
大
の
教
職
課
程
に
着
任
し

た
の
は
１
９
９
７
年
。
当
時
は

学
部
の
授
業
な
ど
も
担
当
し
て

い
て
牧
歌
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
こ
の
間
に
法
改
正
が
進
み
、

本
学
で
は
免
許
状
取
得
の
た
め

の
教
職
科
目
は
10
単
位
く
ら
い

増
え
た
。
た
だ
し
免
許
状
取
得

の
根
幹
を
な
す
教
科
及
び
教
職

の
科
目
の
合
計
単
位
数
の
最
低

上
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
）

に
着
目
し
て
、
心
身
の
自
己
制

御
、
心
の
健
康
増
進
、
自
己
実

現
と
い
っ
た
人
の
生
活
に
直
結

す
る
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
専
門
性
を
活
か

し
て
、
教
職
課
程
で
担
い
た
い

こ
と
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

向
上
と
共
生
社
会
を
実
現
で
き

る
教
員
養
成
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
教
育
相
談
の
一
環

と
し
て
個
別
対
応
で
き
る
教
員

養
成
が
必
須
で
す
。
教
育
相
談

に
関
す
る
基
礎
知
識
と
技
法
を

教
授
し
、
多
様
な
児
童
生
徒
と

そ
の
生
活
背
景
を
共
感
的
に
理

解
で
き
る
教
員
を
養
成
い
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
授
業
や
全

体
集
会
な
ど
集
団
場
面
を
活
用

し
て
、
心
身
の
自
己
制
御
が
で

き
る
児
童
生
徒
を
育
て
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
集
団
思
考
で
の

具
体
的
方
法
も
伝
授
し
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、
児
童
生

徒
だ
け
で
な
く
教
員
に
と
っ
て

も
重
要
事
項
で
す
。
教
員
を
目

指
す
学
生
自
身
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
も
奏
功
す
る
よ
う
な
授

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
特
別
支
援
教
育
に

纏
わ
る
現
場
で
、
障
が
い
生
徒

と
健
常
生
徒
と
の
包
括
学
習
が

必
要
だ
と
十
分
に
理
解
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
授
業

の
進
行
速
度
を
遅
ら
せ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
」、「
学
級
内

で
特
定
の
生
徒
に
だ
け
個
別
対

応
を
す
る
と
児
童
生
徒
間
で
の

差
別
が
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
懸
念
が
拭
い
去
れ

て
い
な
い
事
実
を
踏
ま
え
て
、

教
育
に
あ
た
り
ま
す
。
我
が
国

の
社
会
情
勢
に
照
ら
し
て
み
て

も
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

経
て
も
な
お
、
障
が
い
者
へ
の

差
別
が
色
濃
い
ま
ま
で
あ
っ
た

と
い
う
調
査
結
果
が
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
障
壁
に

対
し
て
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
心
理
教
育
支
援
の
従
事
経

験
を
活
か
し
て
授
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド・

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
人
が
ス
ポ
ー

ツ
に
あ
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
に
応
じ
て

ル
ー
ル
や
用
具
を
改
変
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
障
が
い
の
有
無
、

年
齢
層
、
性
差
、
運
動
学
習
段

階
の
違
い
を
超
え
て
、
多
様
な

価
値
観
を
も
っ
た
人
々
を
つ
な

ぐ
方
策
に
な
る
の
で
す
。
共
生

社
会
の
具
現
化
に
は
、
発
想
の

転
換
が
必
要
な
の
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
自
分
の
持

ち
味
を
生
か
し
て
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
向
上
と
共
生
社
会
の

実
現
を
担
え
る
教
員
を
輩
出
し

て
い
き
ま
す
。
知
識
と
技
能
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
体
験
型
教
育

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
学
ぶ
こ

と
が
楽
し
い
と
実
感
し
て
も
ら

え
る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま

す
。
私
自
身
、
学
生
が
気
づ
き

を
得
た
時
に
そ
の
感
覚
を
共
有

し
あ
え
る
機
会
が
嬉
し
く
、
ま

た
楽
し
く
も
あ
り
、
教
員
養
成

に
携
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

が
59
単
位
と
い
う
線
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

　

牧
歌
的
だ
と
い
っ
た
が
、
簡

単
に
教
員
に
な
れ
た
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。
事
実
は
逆
で
、

「
氷
河
期
」
と
よ
ば
れ
た
。
神

奈
川
県
中
学
校
数
学
1
名
。
当

時
の
募
集
人
員
で
あ
る
。
だ
か

ら
教
員
に
な
り
た
い
学
生
の
多

く
は
私
立
高
校
の
教
員
と
な
っ

た
。

　
実
は
わ
た
し
自
身
は
教
員
免

許
状
を
持
っ
て
い
な
い
教
職
課

程
の
変
わ
り
種
で
あ
る
。
制
度

上
、
教
職
課
程
の
教
員
に
教
員

免
許
状
は
必
要
で
な
い
。
た
だ

し
文
部
科
学
省
に
よ
る
審
査
が

あ
り
、
担
当
教
員
と
し
て
の
確

認
は
得
て
い
る
。
だ
か
ら
理
科

の
免
許
状
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
、
理
科
の
教
科
教
育
法
を
担

当
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　

当
時
の
状
況
と
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
他

大
学
を
含
め
て
一
般
に
、
教
職

課
程
を
履
修
す
る
学
生
は
今
よ

り
断
然
多
く
、
し
か
も
そ
の
大

多
数
が
免
許
状
の
取
得
の
み
を

希
望
し
、
卒
業
後
す
ぐ
に
教
員

を
志
す
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
で
は
、
教
育
実
習
で

頑
張
ろ
う
と
す
る
学
生
の
少
な

い
こ
と
が
想
像
で
き
る
だ
ろ

う
。
実
習
校
へ
の
内
諾
依
頼
も

一
つ
の
問
題
だ
っ
た
。
そ
こ
で

本
学
で
は
、
教
育
実
習
に
向
け

て
十
分
な
準
備
が
で
き
た
学
生

だ
け
が
教
育
実
習
に
望
め
る
よ

う
な
仕
組
み
を
設
け
た
。

　

教
員
に
な
る
た
め
に
は
、
教

員
免
許
状
の
取
得
と
教
員
採
用

試
験
の
合
格
が
必
要
で
あ
る
。

ど
ち
ら
に
も
勉
強
が
必
要
だ
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
教
員
に
な

り
た
い
学
生
に
対
す
る
大
学
側

の
サ
ポ
ー
ト
は
「
学
生
に
勉
強

さ
せ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
教
育

実
習
の
内
諾
依
頼
を
す
る
た
め

の
条
件
を
課
し
た
の
は
そ
の
一

例
で
あ
る
。

　
わ
た
し
は
生
来
の
怠
け
者
で

あ
る
。
大
学
卒
業
に
6
年
も
か

か
っ
た
。
そ
の
怠
け
者
が
ど
う

や
っ
た
ら
勉
強
す
る
か
と
い
う

と
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
周
り
の
状
況
を
つ
く
る
こ
と

で
あ
る
。
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
勉
強
す
る
、
そ
の
実
体
験
か

ら
得
ら
れ
た
手
法
で
あ
る
。

　
「
教
員
に
な
り
た
け
れ
ば
、

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
状
況
を
つ
く
り
、
そ
し

て
勉
強
さ
せ
る
。
こ
れ
は
実
体

験
の
一
般
化
と
、
わ
た
し
は

思
っ
て
い
る
。
幸
い
本
学
の
教

職
課
程
は
希
望
者
だ
け
が
履
修

す
る
の
で
、
こ
の
仕
組
と
マ
ッ

チ
し
て
い
る
。

　

学
生
諸
君
に
は
、
教
育
心
理

学
の
授
業
で
も
言
っ
た
よ
う

に
、
職
業
選
択
は
人
生
の
一
大

選
択
で
、
そ
れ
は
自
分
の
意
志

で
決
め
る
こ
と
。
大
い
に
迷
っ

て
も
よ
い
。
人
生
は
長
い
。
あ

え
て
回
り
道
を
し
ろ
と
は
言
わ

な
い
が
、
ゆ
っ
た
り
構
え
る
こ

と
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
伝
え
た

い
。

　
神
奈
川
大
学
教
職
課
程
の
先

生
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
生

が
教
員
に
な
る
こ
と
の
サ
ポ
ー

ト
を
真
剣
に
考
え
て
き
た
わ
け

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

う
。

　
わ
た
し
自
身
は
２
０
２
５
年

3
月
で
教
職
課
程
教
員
と
し
て

区
切
り
を
迎
え
る
が
、
あ
と
少

し
特
任
教
員
と
し
て
お
手
伝
い

す
る
予
定
だ
。

表1　2024年度教職課程登録者・内諾者・教育実習者数 表2　2024年度教員採用試験合格者数
1年次

仮登録 本登録 本登録 内諾 本登録 内諾 実習 本登録 本登録 内諾 実習内諾 実習

2年次 3年次 4年次 大学院 科目等履修生

法　　学　　部

経　済　学　部

経　営　学　部

外 国 語 学 部

国際日本学部

人 間 科 学 部

理　　学　　部

工　　学　　部

建　築　学　部

化学生命学部

情　報　学　部

計

31

43

12

36

43

91

95

33

7

21

11

423

16

22

10

29

23

53

67

16

3

9

10

258

0

1

0

3

2

0

0

0

0

6

8

25

9

17

19

34

34

8

0

154

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

2

0

1

5

3

0

12

9

20

3

26

6

27

29

11

131

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

1

0

1

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

2

0

1

0

1

0

2

0

1

5

在学生 卒業生

法　　学　　部

経　済　学　部

経　営　学　部

外 国 語 学 部

国際日本学部

人 間 科 学 部

理 　 学 　 部

工　　学　　部

計

0

2

0

8

0

5

6

6

27

1

3

0

6

1

7

4

0

22

注：1. 「内諾」は2025年度教育実習の「内諾依頼者数」を示す。
      2. 「実習」は 2024年度教育実習の「実施者数」を示す。 
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２
０
２
５
年
1
月
10
日
（
金
）

に
「
教
職
実
践
演
習
（
中
学
・

高
校
）」
の
履
修
生
が
所
属
の

ミ
ニ
ゼ
ミ
（
10
名
規
模
）
ご
と

に
学
習
成
果
の
報
告
会
を
行
い

ま
し
た
。
教
育
実
習
を
終
え
た

卒
業
年
次
最
後
の
必
修
科
目
で

の
報
告
会
で
、
履
修
生
の
関
心

に
基
づ
く
テ
ー
マ
に
つ
い
て
探

究
学
習
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
教
職
課
程
の
最
後
を
締

め
く
く
る
に
相
応
し
い
質
の
高

い
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
2
月
15
日（
土
）

に
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
資
格
教

育
課
程
セ
ン
タ
ー
教
職
課
程
部

会
主
催
の
２
０
２
４
年
度
神
奈

川
大
学
教
育
研
究
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
、

本
学
卒
業
生
教
員
、
在
学
生
、

近
隣
学
校
関
係
者
、
本
学
教
員

等
で
、
教
育
研
究
に
関
し
て
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
1
部
で
は
、
学
習
指
導
要

領
が
う
た
う
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

　

活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま
す

が
、
次
の
5
件
に
つ
い
て
ご
報

告
し
ま
す
。 ２

０
２
4
年
度
各
種
課
程
活
動
報
告

教
職
課
程

Ｊ
Ｙ
Ｓ
Ｐ
の
活
動

け
た
授
業
づ
く
り
・
学
校
づ
く

り
に
つ
い
て
、
教
師
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
・
向

上
の
観
点
か
ら
、
本
学
人
間
科

学
部
（
教
職
課
程
）
特
任
教
授

の
西
嘉
之
先
生
と
横
浜
市
立
本

牧
中
学
校
校
長
の
高
橋
秀
吉
先

生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、「
神
大
・
ユ
ー

ス
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｊ
Ｙ
Ｓ
Ｐ
）
の
展
開
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
Ｊ
Ｉ
Ｎ-

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
学
習

塾
の
活
動
を
し
て
い
る
本
学
学

生
が
活
動
報
告
を
行
い
、
出
席

者
が
広
く
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

司
会
は
、
本
学
法
学
部
特
任

教
授
の
鈴
木
英
夫
先
生
が
務
め
、

横
浜
市
立
港
中
学
校
校
長
の
緒

方
浩
臣
先
生
に
第
2
部
の
総
括

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
1
部
、
第
2
部
と
も
に
出

席
者
全
員
に
と
っ
て
貴
重
な
学

習
・
相
互
交
流
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
第
3
部
と
し
て
、

神
大
教
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

の
意
見
交
換
会
が
催
さ
れ
、
こ

ち
ら
も
熱
気
溢
れ
る
交
流
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
職
課
程
の
運
営
に
つ
い

て
２
０
２
４
年
度
を
振
り
返

り
、
次
年
度
を
展
望
し
て
、
教

職
課
程
の
専
任
教
員
・
非
常
勤

教
員
及
び
学
部
学
科
の
専
任
教

員
が
相
互
に
意
見
・
情
報
交
換

を
図
る
た
め
の
「
神
奈
川
大
学

　
前
年
度
と
同
様
に
多
く
の
教

員
採
用
試
験
対
策
講
座
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ

の
参
加
者
を
含
め
受
講
者
は
前

年
度
よ
り
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
論
作
文
」・

「
教
職
教
養
」・「
専
門
教
養
（
教

科
専
門
）」
対
策
講
座
、
全
国

公
開
模
試
及
び
同
解
説
会
、
自

治
体
別
模
試
、
面
接
集
中
セ
ミ

ナ
ー
、「
２
次
試
験
」
対
策
等

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
保
健
体
育
」
の
教
員
を
目
指

す
学
生
を
対
象
に
模
擬
授
業
、

面
接
、
論
作
文
、
実
技
等
の
対

策
講
座
や
「
２
次
試
験
」
対
策

　

社
会
教
育
課
程
で
は
、
ひ

と
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
13
科
目
26
単
位
を
取
得
し

課
程
を
修
了
す
る
こ
と
で
、「
社

会
教
育
主
事
」
の
任
用
資
格
と

「
社
会
教
育
士
（
養
成
課
程
）」

の
称
号
が
得
ら
れ
ま
す
。
現
在
、

91
名
（
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
65
名
、

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
26

名
）
が
社
会
教
育
課
程
の
登
録

を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
各
所
よ
り
ご
協
力
い

た
だ
き
実
践
的
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
、
地
域
貢
献
を
学
び
に
導

入
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｌ(C

om
m

unity-
Based Learning)

に
よ
る

実
学
教
育
が
特
色
と
な
り
ま
す
。

そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

①
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅰ
」

…
三
ツ
沢
公
園
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
、
横
浜
市
役
所
や
中

区
寿
町
の
現
場
視
察
。

②
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ
」

…
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子

ど
も
の
居
場
所
と
し
て
設
立

さ
れ
た
川
崎
市
子
ど
も
夢

パ
ー
ク
に
て
「
夢
パ
ま
つ

り
」、「
こ
ど
も
ゆ
め
横
丁
」

の
準
備
・
運
営
。

③
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅲ
」

…
地
域
連
携
の
基
礎
調
査
実

施
。

④
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅳ
」

…
若
者
参
画
型
交
流
事
業

「
か
な
が
わ
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
企
画
・
運
営
。

３
０
０
名
程
度
が
参
加
。

⑤
「
社
会
教
育
実
習
」

　
…
28
名
の
学
生
が
行
政
（
教
育

委
員
会
）、
民
間
社
会
教
育
団

体
、
青
少
年
団
体
等
の
実
習
に

参
加
。

⑥
「
社
会
教
育
演
習
」

　

…
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
重
視
。

社
会
教
育
の
職
業
能
力
を
ク

ド
バ
ス
手
法
で
分
析
・
評
価
。

就
活
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
社
会

人
（
社
会
教
育
専
門
職
）
の

講
座
を
学
生
が
企
画
・
実
施
。

　
社
会
教
育
課
程
を
履
修
す
る

4
年
生
か
ら
今
年
は
6
名
が
公

　

学
芸
員
課
程
で
は
、
昨
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
（
Ｙ
Ｃ
）
と
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｍ
Ｍ
Ｃ
）
の
2

キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
に
合
わ
せ
て
、

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
資
格
取
得
を

可
能
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
み
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
学

芸
員
は
、
博
物
館
法
に
定
め
ら

れ
た
博
物
館
機
関
（
登
録
博
物

館
）
で
資
料
収
集
、
展
示
、
調

査
研
究
な
ど
に
携
わ
る
専
門
的

な
職
業
で
あ
り
、
そ
の
分
野
も

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
本
学

で
は
文
科
系
・
理
科
系
そ
れ
ぞ

れ
の
学
生
に
対
応
し
、
各
分
野

の
基
礎
知
識
の
上
に
専
門
性
が

高
め
ら
れ
る
よ
う
履
修
科
目
が

設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｍ
Ｃ
で
は
、

主
と
し
て
民
俗
資
料
・
古
文
書

資
料
を
扱
う
学
芸
員
の
養
成
を

目
的
と
し
、
本
学
附
置
の
日
本

常
民
文
化
研
究
所
で
の
実
習
を

含
み
ま
す
。
Ｙ
Ｃ
で
は
、
自
然

科
学
系
の
資
料
を
扱
う
学
芸
員

の
養
成
を
主
な
目
的
と
し
な
が

ら
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
課
程
に
準
じ
た

文
科
系
学
芸
員
の
養
成
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
学
芸
員
課
程
の
も
う

ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
博
物
館
実

習
を
3
年
次
と
4
年
次
で
段
階

的
に
履
修
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
3
年
次
に
は
、「
博
物

館
実
習
Ⅰ
」
で
学
内
や
大
学
周

辺
の
施
設
を
利
用
し
た
基
礎
的

な
実
習
を
行
い
、4
年
次
の
「
博

物
館
実
習
Ⅱ
」
で
実
際
の
博
物

館
に
お
け
る
館
務
実
習
に
臨
む

こ
と
で
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
に
開
設
さ
れ

た
国
際
日
本
学
部
歴
史
民
俗
学

科
は
学
芸
員
課
程
と
相
関
性
が

高
く
、
当
該
学
科
の
所
属
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
課
程

登
録
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
Ｙ
Ｃ
で
も
課
程
登
録

者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
学
芸

員
と
い
う
職
業
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
も
と
り
わ
け
実
習
授
業
の

質
を
保
つ
た
め
の
整
備
や
工
夫

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
の
実
習
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
各
機
関
な
ら
び
に
ご

担
当
者
様
に
は
、
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。山

本　
志
乃

　

２
０
２
４
年
度
日
本
語
教
員

養
成
課
程
修
了
者
は
9
名
で
す
。

日
本
語
教
育
実
習
で
は
飛
鳥
学

院
と
翰
林
日
本
語
学
院
に
ご
指

導
賜
り
ま
し
た
。
東
京
語
学
学

校
か
ら
も
実
習
受
入
許
可
を
頂

き
ま
し
た
が
、
実
習
申
し
込
み

学
生
の
辞
退
に
よ
り
実
習
は
実

現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
課
程
修
了
者
の
う
ち
1
名

が
実
習
校
で
の
採
用
を
目
指
し
、

1
名
が
公
的
海
外
派
遣
の
最
終

審
査
に
進
ん
で
い
ま
す
。
日
本

国
内
の
在
留
外
国
人
は
急
増

し
、
２
０
２
３
年
度
末
日
に
は

３
４
１
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
英
語
話
者
は
少
数

（
2
～
3
％
）
で
あ
り
、
日
本

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
語
教
育

学
を
修
得
し
た
卒
業
生
の
活
躍

の
場
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
３
年
度
ま
で
日
本
語

教
員
の
公
的
資
格
は
存
在
せ
ず
、

大
学
が
認
定
す
る
日
本
語
教
員

養
成
課
程
修
了
と
日
本
語
教
育

能
力
検
定
試
験
合
格
が
実
質
上

の
採
用
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
２
４
年
4
月
に
国

家
資
格
「
登
録
日
本
語
教
員
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
家
資

格
取
得
ま
で
の
ル
ー
ト
は
複
数

示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
奈
川

大
学
日
本
語
教
員
養
成
課
程
で

は
文
部
科
学
省
に
申
請
し
5
年

間
の
経
過
措
置
の
認
可
を
受
け

ま
し
た
。
卒
業
生
は
資
格
試
験

で
あ
る
「
日
本
語
教
員
試
験
」

の
う
ち
「
応
用
試
験
」
合
格
の

み
で
国
家
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
経
過
措

置
の
認
可
の
有
効
期
間
内
に
改

め
て
文
部
科
学
省
に
養
成
機
関

と
し
て
申
請
し
認
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
語
教
育
は
国
際
情
勢
、

国
内
の
社
会
構
造
に
伴
い
進
展

し
続
け
ま
す
。
国
境
を
越
え
た

人
の
移
動
の
常
態
化
に
伴
い
、

日
本
語
教
育
の
必
要
性
は
今
後

ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
時
代
の
要
請
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
課
程
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。富

谷　
玲
子

　
Ｊ
Ｙ
Ｓ
Ｐ
事
業
と
し
て
、
教

員
を
目
指
す
学
生
た
ち
が
近
隣

学
校
等
の
ご
協
力
を
得
て
行

う
「
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
や
、

近
隣
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し

た
個
別
学
習
支
援
（
Ｊ
Ｉ
Ｎ-

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
学
習
塾
）
等
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（1）
近
隣
学
校
で
の
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
学
生
は
10
名
で
す
。

（2）
Ｊ
Ｉ
Ｎ-

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
学
習
塾

へ
の
参
加
学
生
は
28
名
で
す
。

　
学
習
塾
に
通
う
塾
生
は
18
名（
中

学
生
17
名
・
内
2
名
が
外
国
籍
、

高
校
生
1
名
）
で
す
。

（3）
教
職
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ（
教
職・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
）

　

2
名
の
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

先
生
が
学
生
の
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
学

生
が
面
接
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

大
西　
勝
也

学
芸
員
課
程

日
本
語
教
員
養
成
課
程

教
職
課
程
に
関
す
る
打
ち
合
わ

せ
会
」
が
、
２
０
２
５
年
3
月

8
日
（
土
）
に
、
み
な
と
み
ら

い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
横
浜
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
教

職
課
程
の
運
営
に
向
け
て
有
意

義
な
議
論
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

「
教
職
実
践
演
習

（
中
学
・
高
校
）」
報
告
会

教
育
研
究
交
流
会

教
員
採
用
試
験
対
策

教
職
課
程
に
関
す
る

打
ち
合
わ
せ
会

務
員
試
験
に
合
格
し
、
卒
業
生

は
企
業
等
で
も
活
躍
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
お
力
添
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

齊
藤　
ゆ
か

（
実
技
を
含
む
）
講
座
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
教
員
採
用
試

験
合
格
者
数
に
つ
い
て
は
別
表

を
参
照
く
だ
さ
い
。

教員採用試験二次対策講座の様子

社
会
教
育
課
程

00.indd   200.indd   2 2025/02/28   20:162025/02/28   20:16



神奈川大学資格教育課程通信（3）　2025（令和7）年3月7日 第 42 号
♦
合
計
14
回
の
授
業
を
中
学
３
年

生
の
ク
ラ
ス
で
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
は
じ
め
は
「
時
間
内
に
範
囲

が
終
わ
ら
な
い
」「
単
元
の
要
点

を
押
さ
え
て
い
な
い
」
な
ど
悲
惨

な
状
況
だ
っ
た
。
し
か
し
、
指
導

の
先
生
か
ら
様
々
な
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
、
最
後
に
は
最
低
限
の

授
業
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
徒
に
毎
回
感
想
を
聞
く
と
、
授

業
回
数
を
重
ね
る
ほ
ど
「
分
か
り

や
す
く
な
っ
た
」
と
の
言
葉
を
も

ら
っ
た
。

　
教
え
た
こ
と
を
生
徒
が
理
解
し

　
２
０
２
４
年
度
、
全
国
の
中
学
校
・
高
等
学
校
の
協
力
の
も
と

１
３
８
名
が
教
育
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実
習
生
は
、「
教
育
実
習

記
録
」
に
気
づ
き
や
学
び
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
実
習
校
の
先
生

方
か
ら
は
温
か
い
ご
指
導
を
記
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
実

習
生
の
声
と
先
生
方
か
ら
の
ご
助
言
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

２
０
２
4
年
度　

教
職
課
程
教
育
実
習
記
録
よ
り

成
長
す
る
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
こ

そ
、
教
員
の
や
り
が
い
だ
と
感
じ

た
。

（
法
学
部
）

♦
先
生
方
に
は
お
忙
し
い
中
研
究

授
業
以
外
で
も
授
業
見
学
で
プ
リ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
教
材
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た

り
す
る
な
ど
充
実
し
た
学
び
と
な

る
よ
う
支
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
理
解
の
た
め
に
職

員
室
で
不
登
校
に
な
り
が
ち
な
生

徒
を
共
有
し
た
り
、
生
徒
指
導
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿
を
見
た

り
、
大
学
で
は
学
べ
な
か
っ
た
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

（
経
済
学
部
）

♦
教
育
実
習
で
一
番
感
じ
た
こ
と

は
、
い
つ
も
完
璧
で
最
善
だ
と
い

う
授
業
プ
ラ
ン
は
存
在
し
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
異

な
る
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
状

況
に
よ
っ
て
、
同
じ
授
業
を
し
た

と
し
て
も
毎
回
生
徒
の
反
応
は
変

わ
っ
て
く
る
。
常
に
教
員
は
そ
の

日
の
1
時
間
の
授
業
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
た
め
に
生
徒
や
授
業

と
向
き
合
い
、
こ
だ
わ
り
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

（
外
国
語
学
部
）

♦
３
週
間
で
ク
ラ
ス
全
員
の
特
徴

を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

で
す
が
、
活
発
な
生
徒
の
特
徴
を

つ
か
む
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
を
受
け
も
っ
た
と
き
に
、
生

徒
の
特
徴
、
交
友
関
係
、
進
路
希

望
な
ど
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
体
感
で
き
ま
し
た
の

で
、
生
徒
の
個
性
が
発
揮
さ
れ
る

ク
ラ
ス
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、

♦
「
型
」
を
作
っ
て
毎
回
そ
れ
に

従
い
授
業
を
進
め
る
こ
と
は
、
教

員
側
も
準
備
が
し
や
す
く
一
貫
性

の
あ
る
指
導
も
で
き
、
生
徒
も
安

心
感
を
持
ち
ま
す
。
し
か
し
、
毎

回
変
わ
り
映
え
し
な
い
よ
う
だ

と
、
生
徒
が
飽
き
て
し
ま
っ
た
り

ニ
ー
ズ
に
気
付
け
な
か
っ
た
り
す

る
の
で
、柔
軟
性・創
造
性
を
持
っ

て
リ
バ
イ
ス
し
て
い
く
力
が
必
要

で
す
ね
。

（
高
校
・
英
語
科
）

♦
「
自
分
ら
し
さ
を
出
せ
る
仕

事
」
が
教
員
を
目
指
し
た
理
由
と

の
こ
と
で
、
彼
が
こ
れ
か
ら
向
き

合
う
で
あ
ろ
う
壁
が
イ
メ
ー
ジ
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
理
学
部
）

指
導
教
諭
指
導
・
助
言
欄
よ
り

き
た
。
私
が
示
し
た
課
題
は
、
ま

ず
は
自
分
自
身
の
失
敗
を
受
け
入

れ
る
度
量
だ
。
授
業
の
度
に
す
か

さ
ず
振
り
返
り
を
行
い
、
常
に
改

善
点
を
考
え
る
姿
勢
を
求
め
た
。

少
し
ず
つ
上
達
す
る
授
業
内
容
に

「
本
物
の
」
手
応
え
を
感
じ
は
じ

め
て
か
ら
、
表
情
、
姿
勢
が
明
ら

か
に
変
わ
っ
た
。
先
生
と
よ
ば
れ

る
存
在
の
矜
持
を
、
ほ
ん
の
少
し

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
。

　
来
年
度
「
同
じ
立
場
」
で
再
会

で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

る
。

（
中
学
・
社
会
科
）

　
私
は
公
益
財
団
法
人
ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も
と
馬
が
触

れ
合
う
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
実
習
先
は
、
子
ど
も
た
ち

の
「
体
験
に
よ
る
成
長
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

　
長
野
県
の
蓼
科
高
原
で
の
キ
ャ
ン
プ
（
4
日
）
と
、
相
模
原
麻
溝
公

園
ふ
れ
あ
い
動
物
広
場
（
1
日
）
で
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
で
は
計
画
の
段
階
か
ら
参
加
し
た
こ
と
で
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

キ
ャ
ン
プ
を
創
り
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
学
び
ま
し
た
。
事
前
に
行
う
3

回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
「
ど
ん
な
キ
ャ
ン
プ
に
し
た
い
か
」
イ
メ
ー
ジ

を
擦
り
合
わ
せ
、
キ
ャ
ン
プ
中
に
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
一
人
一
人
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
今
回
の
実
習
で
、
行
動
力
や
主
体
性
を
伸
ば
し
「
自
分
の
殻
を

破
る
」
と
い
う
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

積
極
的
な
点
呼
や
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
示
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
関
わ
る
集
団
に
自
ら
飛
び
込
み
関
係
性
を
築
く
こ
と
で
、
仲
間

に
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
姿
や
沢
山
の
笑

顔
を
思
い
出
し
、
や
り
が
い
と
自
分
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て

計
画
の
段
階
か
ら
積
極
的
に
意
見
を
出
す
主
体
性
と
、
初
め
て
の
活
動

に
挑
戦
す
る
行
動
力
が
身
に
付
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
で
培
っ
た
力
を
こ

れ
か
ら
の
社
会
生
活
で
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

成
長
の
印

人
間
科
学
部
人
間
科
学
科　
3
年　

藤
田
　
悠
菜

　
２
０
２
４
年
8
月
、
私
は
長
野
県
の
松
本
市
立
博
物
館
で
5
日
間
の

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
松
本
市
立
博
物
館
は
歴
史
、
民
俗
、
生
物
な
ど

を
対
象
に
し
た
総
合
博
物
館
で
あ
り
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
な
ど
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
実
習
の
中
で
博
物
館
活
動
の
3
本
の
柱
で
あ
る
資
料
の
収
集
・
調
査
・

展
示
を
中
心
に
体
得
し
ま
し
た
。
普
段
、
展
示
を
観
覧
者
側
か
ら
み
て

い
ま
す
が
、
実
習
を
通
し
て
展
示
の
作
成
過
程
の
一
端
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
実
習
で
作
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
資
料
調
査
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、
資
料
の
取
り
扱
い
方
な
ど
、
博
物
館
の
多
く
の
裏
側
の

作
業
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
一
つ
の
企
画
展
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
実
習
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
学
芸
員
の
方
が
博
物
館
の
資

料
を
第
一
に
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
一
点
モ
ノ
の
資
料
が
多
い

博
物
館
資
料
の
特
徴
か
ら
、
そ
の
資
料
を
壊
す
こ
と
は
情
報
の
損
失
に

つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
長
い
時
間

資
料
を
整
理
し
て
い
て
も
、
資
料
を
乱
雑
に
扱
う
こ
と
は
決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
ご
多
忙
の
中
、
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
松
本
市
立
博
物
館

の
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

学
芸
員
と
し
て
働
く
た
め
に
は

歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科　
１
年　

石
田
　
健
太

　
横
浜
市
中
区
の
飛
鳥
学
院
で
5
日
間
の
日
本
語
教
育
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
初
め
て
の
教
壇
実
習
で
は
不
安
が
大
き
く
、
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
板
書
を
す
る
手
が
震
え
ま
し
た
が
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に
飛

鳥
学
院
の
学
生
た
ち
の
反
応
が
良
く
、
私
の
質
問
に
一
生
懸
命
答
え
て

く
れ
た
た
め
学
生
と
の
や
り
と
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2

回
目
の
教
壇
実
習
で
は
、
学
生
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
っ
か
り
教
え
る
と
い
う
気
持
ち
が
何
よ
り
も

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
授
業
後
に
「
先
生
の
授
業
、
楽
し
か
っ
た
。
上

手
で
し
た
。」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
勉
強
し
て
き
た
意
義
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
授
業
見
学
で
は
、
学
生
と
話
す
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
が

様
々
な
質
問
を
し
て
く
れ
、
日
本
語
を
学
び
た
い
と
い
う
熱
意
が
強
く

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
6
歳
の
頃
に
中
国
か
ら
来
日
し
、
日
本
の
学
校
に
入
り
、
日
本

語
が
話
せ
な
い
不
安
や
慣
れ
な
い
生
活
で
不
便
を
感
じ
る
こ
と
を
経
験

し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
、
幼
い
頃
の
自
分
と
同
じ
経
験
を
し
て
い
る

人
た
ち
を
助
け
た
い
と
思
い
、
日
本
語
教
員
養
成
課
程
を
履
修
し
ま
し

た
。
実
習
で
は
私
自
身
が
学
生
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
日
本
の
こ
と
に

つ
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
異
な
る
場
所
か
ら
来
た
、
様
々
な

背
景
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
卒
業
後
は
一
般
企
業
へ
就
職
を
し
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
再
び
日
本
語
教
育
の
現
場
に
戻
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
強

く
な
り
ま
し
た
。

日
本
語
教
育
の
道
に
進
む
理
由

国
際
日
本
学
部
日
本
文
化
学
科　
4
年　

秋
田
　
靖
奈

神奈川大学　心理・教育研究論集
発行　神奈川大学教職課程研究室

第　56　号

●
社
会
教
育
実
習
を
終
え
て

●
博
物
館
実
習
を
終
え
て

●
日
本
語
教
育
実
習
を
終
え
て

第　57　号
論文
 ・ドイツにおける社会教育福祉学的な青少年育成
　 ―子ども・若者の貧困を中心として―
 
・晴眼者と視覚障害者の協働的・包括的な実践に向けた予備的研究
　 ―先天全盲児者向けに開発したイメージ生成指導法を取り入れた授業効果の検証―

 
 ・社会に開かれた教育としてのサービス・ラーニング
 ・学校理科教育現場における事故事例とその対策（7）
 ・高校生における「生きる力」の育成の検討
　―全日制・定時制の比較より―

研究ノート
 ・数学科の学びを生徒主体にすることについての一考察
　―「教える」と「学ぶ」という 2 つの視点から考える―

指導法・実践報告
 ・高等学校における平方根指導の考察
 ・文法事項を導入する模擬授業を２回行うことで得られる質的向上

♦
授
業
で
は
、
理
科
の
面
白
さ
を

生
徒
に
伝
え
る
こ
と
に
つ
い
て
話

を
し
て
き
ま
し
た
。
先
生
な
り
に

単
元
の
面
白
さ
を
見
つ
け
、
授
業

で
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

真
摯
に
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
む

姿
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
後
も
理
科
の
面
白
さ
を
見
つ

け
伝
え
る
努
力
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
中
学
・
理
科
）

♦
生
徒
た
ち
は
良
く
先
生
の
こ
と

を
見
て
い
る
の
で
、
直
接
的
に
誉

め
ず
に「
〇
〇
が
書
け
て
い
る
ね
」

「
〇
〇
で
き
て
い
た
ね
」
と
事
実

を
伝
え
る
だ
け
で
も
、
肯
定
的
に

受
け
と
め
て
い
る
こ
と
を
前
向
き

に
受
け
と
め
て
く
れ
ま
す
。
ま
ず

は
声
を
か
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
の
で
、
誉
め
方
が
わ
か
ら
な

い
と
き
も
会
話
を
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

（
高
校
・
情
報
科
）

………………………………………齊藤　ゆか

………………百瀬容美子・今岡　多恵・藤木　晶子・小圷　昭仁

……………………………………………………市川　享子
……………………………………長島　宏希・加部　義夫 

………………………………………………………………林　　園子
 

…………………………………………………伊藤　眞人

………………………………………………………………………榎本　里志 
……………………………………萩原　一郎

論文
 ・乳幼児期・児童期・思春期・青年期における感情の発達　―養育態度と感情制御の関連―
 ・乳幼児期の愛着関係と思春期・青年期の感情制御の発達
 ・高校生への心理教育　―心理教育の学習指導への貢献に向けて―
 ・子どもにとって「豊かな放課後」とは
 ・国語科 CR メソッドの開発に向けた指導法の検証（2）―ミクロ・アプローチを中心として―
 ・児童生徒一人一人の問題意識を高める道徳科授業の工夫・改善　― 道徳科における「個別最適な学び」とは・・・ ―
 ・学校理科教育現場における事故事例とその対策（8）
 ・Singularity 以後の未来を見据えた算数・数学教育の設計 ②　―授業展開の指針― 
 ・大学におけるアクティブラーニングの可能性と授業時の活動の工夫について（第一報）
　― 教職課程科目「教育心理学」における実践 ―
研究ノート
 ・教育課程編成における ICT の活用  ―高等学校情報科のあり方をめぐって―
 ・「介護等体験特例法」の成立過程　―教員養成における「介護等体験」の導入をめぐって―
 ・中学公民　選挙の授業を考える　―シティズンシップ教育と民主主義―
 ・動作法の体験学習を取り上げた心理教育講座における参加生徒の感想分析
　― 自助意識と自助行動の促進を目指して ―
 ・デンマークにおける市民的共同による政策形成　―エルドラ・セイエンの活動分析から―
 ・これからの数学科教育のあり方についての一考察  ―数学科教育は情報科教育に代わられてしまわないか？―　
指導法・実践報告
 ・工業系高校における教科指導と STEAM 教育の有用性に関する考察
 ・知識中心の「倫理」から考える「倫理」へ　―視聴覚教材、グループ討議などを利用して―
 ・英文読解に文法知識をどう活かすか（1）　―「読むための英文法」の試み
 ・ボランティア・ワークキャンプを契機とした大学生から社会人期の青年に対するユースワーク

………………足立　英彦
………………………………………………………足立　英彦

……………荻野佳代子・德永まゆ子・稲木康一郎
………………………………………………………………齊藤　ゆか・佐藤　　彩

……………澤口　哲弥
 ……………阿部　亮一

………………………………………………長島　宏希・加部　義夫
…………………………根上　生也

……………………益田亜矢子
 

………………………………大多和雅絵 
………………大多和雅絵

……………………………………鈴木　英夫
　…百瀬容美子・今岡　多恵・伊東　明子

 ………………市川　享子
………伊藤　眞人

　　
…………………………後藤　博史・宍戸　健一

……………鈴木　茂樹
…………………………………萩原　一郎

…磯田　浩司・仲山　　友

00.indd   300.indd   3 2025/02/28   20:162025/02/28   20:16



神奈川大学資格教育課程通信 2025（令和7）年3月7日　（4）第 42 号

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
教
員
・
公
務
員
採
用
試
験
合
格
者
よ
り
〜

〜
教
員
・
公
務
員
採
用
試
験
合
格
者
よ
り
〜

横
浜
市　

中
学
・
高
等
学
校　

社
会　

合
格

経
済
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科　

4
年　

栗
山　

皓
平

「
と
も
に
歩
む
、
未
来
の
教
員
と
し
て
」

川
崎
市　

中
学
・
高
等
学
校　

保
健
体
育　

合
格

人
間
科
学
部
人
間
科
学
科　

4
年　

推
名　

晃
大

「
何
事
も
楽
し
ん
で
！
」

寒
川
町　

事
務
職　

合
格

法
学
部
自
治
行
政
学
科　

4
年　

山
田　

陽
斗

「
様
々
な
経
験
を
通
し
て
」

神
奈
川
県　

高
等
学
校　

情
報　

合
格

工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
創
成
学
科　

4
年　

富
田　

妃
菜

「
周
囲
と
共
に
歩
む
教
員
へ
の
挑
戦
」

山
形
県　

中
学
校　

数
学　

合
格

理
学
部　

数
理
・
物
理
学
科　

 

4
年　

早
坂　

広
寿

「
努
⼒
を
続
け
る
過
程
」

　
と
も
に
教
員
を
目
指
す
後
輩

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
仲
間
づ
く
り
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
す
。
同
じ
目
標

を
も
つ
仲
間
と
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
で
、
大
き
く
成
長
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
大
学
内
外
や
実

習
先
で
出
会
う
教
員
志
望
の
人

た
ち
と
も
積
極
的
に
交
流
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
！

　

ま
た
、
理
想
の
教
員
像
を
考

え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
れ

は
、
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
自
分
が
教
員
を
目
指
し

た
き
っ
か
け
や
、
使
命
、
お
世

　
「
ど
う
せ
す
る
な
ら
楽
し

ま
な
き
ゃ
！
」
こ
れ
が
私
の

常
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
で

す
。
何
か
行
う
時
や
挑
戦
す
る

際
、
日
々
の
生
活
な
ど
に
お
い

て
、
何
か
し
ら
辛
い
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
私
は

そ
れ
ら
を
全
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
結
局
す
る
こ
と
が
同
じ
な

ら
、
ブ
ル
ー
な
気
分
よ
り
も
楽

し
く
ハ
ッ
ピ
ー
な
方
が
い
い
で

す
よ
ね
。

　
教
育
実
習
や
教
員
採
用
試
験

に
お
い
て
も
そ
う
で
す
。
授
業

関
連
の
悩
み
や
試
験
勉
強
、
面

接
な
ど
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
私
は
「
知
識
を
つ
け
る

　

あ
る
先
⽣
か
ら
「
教
師
と
は

⽣
徒
に
と
っ
て
最
も
⾝
近
な
⼤

⼈
の
⼿
本
で
あ
る
」
と
い
う
⾔

葉
を
聞
い
た
と
き
、
私
は
ハ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
教
師
を
⽬
指
す
中
で
、
授
業

準
備
や
指
導
技
術
を
磨
く
こ
と

に
⼀⽣

懸
命
で
し
た
が
、
こ
の

⾔
葉
を
聞
い
て
か
ら
、
⾃
分
⾃

⾝
の
姿
勢
や
⽣
き
⽅
が
⽣
徒
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。

　
教
員
採
⽤
試
験
の
勉
強
は
決

し
て
楽
な
道
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
膨
⼤
な
学
習
内
容
や
教
育

実
習
で
困
難
な
場
面
に
直
⾯

　
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
取

り
組
む
中
で
、
私
は
「
日
々
の

積
み
重
ね
が
力
に
な
る
」
こ
と

を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

　
学
習
計
画
や
時
間
管
理
に
工

夫
を
凝
ら
し
、
特
に
2
次
試
験

に
お
け
る
面
接
対
策
で
は
、
自

分
の
考
え
を
整
理
し
て
伝
え
る

力
を
磨
く
た
め
に
模
擬
面
接
を

繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。
周
囲

の
先
生
方
や
友
人
ら
の
協
力
を

得
て
、
自
信
を
つ
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。

　
教
員
採
用
試
験
勉
強
や
教
育

実
習
は
長
期
戦
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
一
人
で
抱
え
込
む
の
で

は
な
く
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
こ
と
で
余
裕
が
生
ま
れ
、

神
奈
川
県　

中
学
校　

英
語　

合
格

外
国
語
学
部
英
語
英
文
学
科　

4
年　

伊
藤　

賢
伸

「
教
師
と
は
夢
を
語
る
職
業
」

　
こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
る
皆
さ
ん
に
一
つ
だ
け
お
伝

え
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
「
夢
」
を
語
れ
る
人
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
ん
で
も
な
く
胡
散
臭
い
言
葉

で
す
が
、
こ
れ
が
大
学
生
活
４

年
間
を
過
ご
し
た
私
が
後
輩
へ

贈
る
言
葉
で
す
。

　
い
つ
か
の
授
業
で
私
の
尊
敬

す
る
先
生
か
ら
「
教
師
と
は
夢

を
語
る
職
業
」
だ
と
教
わ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
未
来
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
相
手
に
す
る
教
師

は
、
ど
ん
な
世
の
中
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未

来
を
見
せ
る
こ
と
が
仕
事
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
小

さ
く
て
、
く
だ
ら
な
い
夢
で
も

良
い
で
す
。
胡
散
臭
く
て
小
恥

ず
か
し
く
て
も
良
い
で
す
。
む

し
ろ
そ
う
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

教
員
を
目
指
す
仲
間
た
ち
と
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う
生
徒

た
ち
と
夢
を
語
り
合
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
教
員
を

目
指
す
皆
さ
ん
を
心
よ
り
応
援
し

て
お
り
ま
す
。
一
足
先
に
教
師
と

し
て
現
場
で
待
っ
て
い
ま
す
。

話
に
な
っ
た
先
生
方
を
思
い
浮

か
べ
る
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
自
身
、
ま
だ
教
員
で
は

な
い
た
め
正
解
を
見
つ
け
ら
れ

て
い
な
い
段
階
で
す
。
そ
の
た

め
、
毎
日
自
身
を
見
つ
め
直
し

な
が
ら
、
将
来
の
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
良
い
教
員
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
先
生
方
や
資
格
教

育
課
程
課
の
皆
様
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
と
と
も
に
教
員
と
し

て
成
長
で
き
る
日
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
」「
面
接
官
と
話
せ

る
チ
ャ
ン
ス
」
な
ど
と
置
き
換

え
て
い
ま
す
。
こ
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
変
換
の
お
か
げ
で
教
員
採
用

試
験
本
番
で
の
緊
張
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
特
に
面
接
は
楽

し
む
こ
と
で
自
然
な
笑
顔
や
余

裕
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
他
者
か

ら
は
自
信
の
あ
る
人
に
見
え
る

と
思
い
ま
す
。
失
敗
し
た
っ
て

人
間
と
し
て
の
深
み
が
増
す
だ

け
で
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
人

生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

し
、
挫
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
努

⼒
を
続
け
る
そ
の
過
程
が
、
将

来
受
け
持
つ
⽣
徒
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
そ
の
も
の
と
な
り
、「
挑

戦
を
恐
れ
ず
努
⼒
す
る
」
と
い

う
姿
勢
は
、
⼤⼈

と
し
て
⼤
切

な
⼿
本
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　

後
輩
の
皆
さ
ん
、「
⾃
分
が

ど
ん
な
教
師
に
な
り
た
い
の

か
」
と
い
う
問
い
を
常
に
⼼
に

持
ち
、
そ
し
て
、
挫
け
そ
う
に

な
っ
た
時
は
こ
の
問
い
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て

い
ま
す
。

継
続
的
に
努
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

日
常
の
何
気
な
い
出
来
事
も
教

員
採
用
試
験
に
お
い
て
、
自
己

ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
実
際
に
私
は
塾
で

講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

ま
す
が
、
生
徒
の
理
解
度
に
合

わ
せ
、
教
え
方
を
変
え
る
な
ど

工
夫
し
た
経
験
や
生
徒
と
の
関

わ
り
な
ど
教
員
に
な
っ
た
際
に
、

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
経
験
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
周
囲
に
気
を
配
り
日
々
を
大

切
に
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
努
力
が
身
を
結
ぶ
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
市　

小
学
校　

合
格

外
国
語
学
部
英
語
英
文
学
科　

4
年　

中
里　

遥

「
自
分
の
可
能
性
は
自
分
で
広
げ
る
」

　

大
学
生
活
を
振
り
返
り
、
将

来
の
可
能
性
を
広
げ
る
の
は
自

分
自
身
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大

学
生
の
う
ち
に
沢
山
の
挑
戦
や

経
験
を
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
学
校
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
を
き
っ
か

け
に
、
小
学
校
教
員
を
目
指
そ

う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

中
学
校
と
高
等
学
校
の
教
員
免

許
状
取
得
と
は
別
に
、
本
学
の

小
学
校
教
員
養
成
特
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
玉
川
大
学
の
科

目
等
履
修
生
と
し
て
単
位
を
修

得
し
、
小
学
校
の
教
員
免
許
状

を
取
得
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
経
験
が
無
け
れ
ば
、
別

の
選
択
を
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
行
動
次
第
で
卒
業

後
の
人
生
は
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
っ
た
り
、
教
員
採
用
試
験
に

向
け
て
対
策
を
し
た
り
、
時
間

を
使
い
た
い
よ
う
に
使
え
る
大

学
生
生
活
を
、
皆
さ
ん
に
も
有

意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
自
身
、
経
験
が
強
み
に
な

り
、
自
信
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
沢
山
の
こ
と
を
自
分
で

経
験
し
て
自
分
で
選
択
で
き
る

自
信
と
根
拠
を
持
っ
て
教
員
を

目
指
す
皆
さ
ん
が
頑
張
れ
ま
す

よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度　

資
格
教
育
課
程
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
名
簿

委
員
長

　
大
西
　
勝
也(

教
職
課
程
）

副
委
員
長

　
関
口
　
昌
秀(

教
職
課
程
）

　
富
谷
　
玲
子(

日
本
語
教
員
養
成
課
程
）

　【
教
職
課
程
】

　
荻
野
佳
代
子

　
間
山
　
広
朗

　
百
瀬
容
美
子

　
安
部
　
賢
一

　
鈴
木
　
英
夫

　
鈴
木
そ
よ
子

　
望
月
　
耕
太

　【
社
会
教
育
課
程
】

　
齊
藤
　
ゆ
か

　【
学
芸
員
課
程
】

　
山
本
　
志
乃

　
関
口
　
博
巨

　
安
室
　
　
知

　
角
南
聡
一
郎

　
丸
山
　
泰
明

　
新
垣
　
夢
乃

　
廣
田
　
律
子

　
佐
藤
た
ま
き

　
中
川
　
理
絵

担
当
事
務
職
員

　【
資
格
教
育
課
程
課
】

　
渡
邉
　
和
佐

　
伊
藤
　
光
三

　
佐
武
亜
紀
子

　
胡
麻
　
史
奈

　
間
島
　
祐
紀

　
提
水
流
　
勇

　
庭
野
　
真
帆

編
集
後
記

　

本
学
の
資
格
教
育
課
程
セ

ン
タ
ー
で
は
、
教
員
を
は
じ

め
、
社
会
教
育
主
事
・
社
会

教
育
士
、
学
芸
員
、
日
本
語

教
員
等
、
教
育
や
文
化
を
豊

か
に
す
る
専
門
職
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る

神
大
生
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

齊
藤　
ゆ
か

　

私
は
、
社
会
教
育
課
程
を
履

修
し
「
こ
こ
ま
で
色
々
な
こ
と

を
経
験
し
て
い
る
神
大
生
は
自

分
だ
け
だ
」
と
大
学
4
年
生
に

な
っ
て
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
決
し
て
根
拠
の

な
い
自
信
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
川
崎
市
子
ど
も
夢
パ
ー
ク
で

の
実
習
、
シ
ブ
ヤ
大
学
で
の
講

座
の
実
施
、
か
な
が
わ
ユ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
特
に

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
で
行
っ

た
実
習
を
通
し
て
、
他
者
を

想
っ
て
企
画
す
る
力
や
プ
レ
ゼ

ン
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
自
信
を
持
っ
て
公
務
員

採
用
試
験
に
挑
戦
し
、
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
後
輩
の

皆
さ
ん
も
社
会
教
育
課
程
を
通

じ
、
様
々
な
経
験
か
ら
自
分
の

強
み
や
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
、

自
信
と
共
に
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

が
満
足
の
い
く
進
路
に
進
め
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
応
援

し
て
い
ま
す
。
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